


◇皆が楽しめる交流の場◇
●黒滝村には 60歳以上から入
会できる誠心会（老人会）が
各地区（大字）にあります。
毎月サロンを開き交流を深め
ている大

だい

字
じ

が多くありますが、
特に活発なのが脇

わき

阪
さか

武
たけ

男
お

さん
が会長を務める脇

わき

川
がわ

誠
せい

心
しん

会
かい

＝
脇川サロンです。毎月第二火
曜日は血圧測定の他、クイズ
やゲームも実施し、出題者の
脇阪さんは面白いものを探す
ため普段からテレビや本で情
報収集しています。また、材
料を持ち寄りみんなで楽しく
お昼ご飯を食べるのも特徴で
す。毎年11月に開催される「村
民文化祭」に向けて作品制作
も行ってきました。特に平成
27年に靴下の端切れだけで制
作した「くろたん」の靴下アー
ト作品は役場に展示され、今
や役場の顔とも言える作品に
なりました。

定番のお土産
「福かきもち」

●脇川サロンの目玉は宇
う

原
はら

良
よし

子
こ

さんが代表を務める『福か
きもち』の製造・販売です。「か
きもち」というのは「おかき」
のことで、日本各地で作られ
てきた伝統菓子です。黒滝で
も昔は正月にお餅をついて家
にかきもちを吊るす光景がど
の家庭でも見られましたが、
徐々にすたれてしまいました。

七年前、かきもちの商品化の
要望があり脇川サロンでの製
造・販売を開始しました。当
初はボランティア状態で、時
給換算で 100 円の手間賃にし
かならないものでしたが、村
からの補助金や、お土産の定
番商品として定着したことな
どから状況は徐々に改善され
ました。しかし、五年間の補
助金の交付期間は昨年で終了
し、今年からは補助金なしで
の再スタートを切りました。
新商品の企画など、たくさん
の試行錯誤をされています。
●地域の交流を深め、特に家
にこもりがちになる冬の交流
の場として、また一人暮らし
の高齢者でも気軽に顔を出せ
る場所として始めた脇川サロ
ンは、見事に目的を達成し機
能し続けています。村民の半
数以上が 60歳以上となる当村
における模範的なサロンとし
て、村内のみならず他村から
も注目を浴び、視察も来るよ
うになりました。とにかく長
く続けることを目標に脇川サ
ロンは活動しています。
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1939 年３月 2 ７日生まれ。黒滝村脇川で生まれ育ち、

同じく脇川の大工に弟子入り、住み込みで学びました。

その後、農協や銘
めい

木
ぼく

業
ぎょう

に就
つ

き、隠居後の現在は社会福

祉協議会の「お助けクラブ」に登録し活躍されていま

す。3 年前から黒滝村誠心会会長として、村民の健康・

長寿に貢献するよう尽力されています。
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◇首相への表敬訪問◇
● 4 月 19 日当村は、上

うえ

中
なか

三
さぶ

郎
ろう

さん（中戸）が書を担
当したネームプレートと花

はな

井
い

慶
けい

子
こ

さん（下市町）がデ
ザインした吉

きっ

兆
ちょう

紋
もん

飾
かざ

りの額
を、首相官邸に謹呈、安倍
晋三首相に表敬訪問しまし
た。その透かし彫りを制作
したのが山

やま

口
ぐち

哲
てつ

雄
お

さんです。
山いきとして
歩んだ約 60年

●学童の頃は黒滝第一尋常
小学校（現・赤滝集会所）
に通いましたが、戦時中は
子供たちも山で炭を運び、
農業にも従事し「仕事」が
沢山ありました。木の出荷
時には赤滝～丹

に

生
う

まで約８
km の道のりを各大

だい

字
じ

でリ
レー式に薪

たきぎ

を運びました。
●山いきとして働き始めた
10 代の頃はチェーンソーも
なく、作業は鉈

なた

や鋸
のこぎり

、鎌
かま

で
行いました。夕方に道具を
研
と

ぐ作業が必須で絶対に怠
おこた

ることはできません。
当時の山いきは「節

せっ

季
き

払
ばら

い」
といい、盆や正月にまとめ
て給料が支払われることが
主でした。その為、どこの
商店でもツケ払いが当たり
前で、盆や正月には帳面の
確認や集金で村内はにわか
に慌
あわただ

しくなりました。

◇透かし彫りの誕生◇
黒滝の透かし彫りは、赤滝
出身の故・中

なか

井
い

基
き

一
いち

郎
ろう

さん
に始まります。基一郎さん
は墓石に文字を掘る「サン
ドブラスター」を吉野杉に
当てると冬目（冬に育つ年
輪）だけが残ることを発見
し、それを応用して大阪で
吉野杉の透かし彫りを始め
ました。その後、赤滝に戻
り親戚の工

こう

場
ば

で続けました
が他界され、「端材を有効活
用したい」との思いで手伝
いに来ていた哲雄さんが引
き継ぎました。「山いき」と
して架

か

線
せん

も伐採もとにかく
手際が良いと周囲から絶賛
されていた器用な哲雄さん
にとって、透かし彫りは天
職といえるものでした。短
冊や南都銀行のネームプ
レートから始めた黒滝の透
かし彫りは今や全国に評判
が広がりつつあります。
●「高齢者を大事にするこ
とよりも若い人を大事にし
て育てることの方が重要。
そしたら若い人達が増えて、
みんなが高齢者を大事にし
てくれるはず」と笑う哲雄
さん。その人柄を慕って、
たくさんの若者たちが年輪
工房に遊びに来てくれるよ
うになりました。
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1931 年２月１日黒滝村赤滝で生まれ育つ。

寺戸の旧第二高等小学校卒業後から山いきとして

約６0 年林業に従事され、20 数年前、知人の手

伝いをきっかけに山いきの傍
かたわ

ら透かし彫りをはじ

めました。その功績が認められ 2017 年 3 月には

首相官邸に表敬訪問を行い、政府関係者からも注

目を浴びています。名古屋城の木造復元模型前に

も透かし彫りを提供し、今ノリにノってる 86 歳。

工場に大切に飾られている首相

とのツーショット写真。 政府や行

政関係者からの透かし彫りの注

文もあるとか！？

道の駅のふるさと販売所 （土日のみ営業） で、
年輪工房の透かし彫り販売中！！

●毎年開催される「村民

文化祭」 にも積極的に作

品を出展しています。 左

の写真上段は数年前に和

紙で作った灯
とう

火
か

提
ちょう

灯
ちん

。

●写真中段は小さな折鶴

を何千羽も折って作った鶴

のアート作品です。

●写真下段は日本一の靴

下シェアを誇る奈良県広

陵町の靴下を使って制作

した平成 27 年度の 「く

ろたん」 オブジェです。

今も役場に展示され村民

から親しまれています。

村の名物 「福かきも

ち」 は宇原さんをはじ

めとする女性約 10 名

と、 脇阪さんら男性 4

名で製造しています。

毎年 1 月に一年分の

お餅をすべてつき、 集

会所で 2 か月も自然

乾燥させています。

◇　　　　　　　◇

透かし彫りの必需品

サンドブラスター。
微
び

細
さい

なガラスビーンズを吹き付け
ることで、年輪の固い部分（冬目）
以外を吹き飛ばして製作します。

◇　　　　　　　　◇

2022 年 12 月の竣工を目指

し、 木造復元が決定した 「名

古屋城天守閣」。 記念して製

作された模型のお祝い看板と

して哲雄さんの透かし彫りが使

用されました。 現在は模型と

共に名古屋城前に展示されて

写真は黒滝村民俗資料館（旧役場庁舎）に展示のも
の。 2014 年 3 月に 「黒滝の樽丸製作用具」 １０３
点が奈良県有形民俗文化財に指定されています。

手作りの素朴な味と絶妙な塩加減が
クセになり、 やめられない一品！？

福
ふく

かきもち　
税込400 円

　　　　　　　　　　「樽
たる

丸
まる

」

◇若い頃は樽
たる

丸
まる

職人だった！？◇
●樽

たる

職人の父 ・ 栄
えい

次
じ

さんの影響で、 昔は 「樽
たる

丸
まる

」

の仕事にも従事し、 「黒滝で最も若い元樽丸職人」

を自負されています。樽丸とは酒樽の材料である「ク

レ」 と呼ばれる杉材を竹の輪で束ねたものです。

脇川サロン
奈良県吉野郡黒滝村脇川 335 脇川集会所

Tel 0747-62-2616
「福かきもち」 全国配送承ります

（送料別途ご負担ください）

年輪工房透かし彫り
〒 638-0211 奈良県吉野郡黒滝村赤滝５６

Tel　0747-62-2346


